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日時：平成22年2月23日（火）　14時～17時
場所：浜田山会館（井の頭線・浜田山駅下車　8分）
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第一部　日本伝統芸能を鑑賞する
謡曲の部　伝統ある蔵前観世会の円熟した謡曲　　　　1番目演目　　猩猩（しょうじょう）
2番目演目　　山姥（やまうば）
詩吟の部　黒田節など民謡入り詩吟を中心に剣舞を観賞して下さい
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長唄の部　唄（独吟）尾島正男
三味線二丁　杵家弥七靖：杵家七左生　
1番演目「松の緑」　2番演目「越後獅子」（抜粋）
第二部　皆で歌おう（われらの芸術監督・高江洲さんと共に）　
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第三部　交流会
　　こころ温まる語り合いをしませんか

　　参加費　；２千円（同伴御夫人　１千円）
　問い合わせ；　石原　090－6312－6492　
　　　　　　　　　　　網屋　043-461－3259
　　　　　　　　　尾島　090－8846－6714
（浜田山会館）浜田山駅改札・出口をでて、右折し、みずほ銀行の角を右折、踏切をわたり
一つ目の角を左折、直進し50m先、左側。（浜田山駅より、徒歩8分程度）
住所；東京都杉並区浜田山１－３６－３　　　　　電話：03－3302－4555
○○解　　　　　説○○

今回の企画の特徴は、主としてハートの会員の中の芸能人材による公演ということ。
長唄、謡曲などレベルの高い芸能人材にご注目ください。
謡曲　蔵前観世会のベテランによる公演です。
演目第一番目　「猩猩（しょうじょう）」―初春に酒の目出度さを謡う。
演目第二番目　　「山姥（やまうば）」－山姥の春秋冬・山周りの美しさを謡う。
（解説）「猩猩」は中国の親孝行の高風が、悪夢により酒を売り富貴となるが、海中の猩猩が現れ
　　　酒を酌み交わし酒の効用と素直な心を褒めて汲めども尽きぬ酒壺を与える。
　　　「山姥」は、都の遊女が善光寺参詣の道で山姥に案内され、春秋冬の花月雪をたずね山廻　　
　　　りの自然の美しさを愛でる。
　　　以上クライマックスを7名の連吟で晴れやかに謡います。
詩吟　日本全国組織・日本吟道学院、金澤龍清（本名；清子）先生のご指導で昨年10月より、ハートの会員を対象に、詩吟同好会が発足しました。　この間、学んだ詩吟から下記の演目を
合吟します。　ベテランによる剣舞もところどころに入ります。
○黒田節、武田節、大漁吟じ込、白虎隊など民謡入りの詩吟。
○川中島（鞭声しゅくしゅく・・・）
（出演者）山内尚隆、丹下達雄、上杉伸二、中田英則、尾島正男、松村秀雄、村口昌之、
　　　　　大川　博、遠藤晴夫、石原幸正。
（協力出演者）剣舞；恵泉館館長・後藤恵泉、三澤均　：川辺睦子、　
長唄　演目第1番目「松の緑」；　江戸天保年間（1830～1843）杵家六翁作曲名の通り人の
一生を松に譬えて廊の「かむろ」が「太夫」へ成長を描く風格のあるめでたい曲。
　演目第2番目　「越後獅子」－江戸文化8年（1812）9代目杵家六左衛門作曲―越後月潟村から上京して踊りや軽業の大道芸人を描き軽快な名曲で、浜歌やオペラ「蝶々夫人」に出る節など
聞かせどころです。
（出演者）
1 三味線　伴靖男氏　　四世が三味線文化譜を創出した杵家（きねいえ）弥七門下で、名取
「弥七靖」をなのり、、若い時から歌舞伎に親しみ、30歳で長唄を始めた。
2 三味線（上調子）　神谷康子さん。－幼少の頃から三味線を習う。杵家弥七門下。　名取
「杵家七左生」を受けて、後に人間国宝杵家五三郎師のもとで、研賛を積まれている。
3 唄　　尾島正男―研精会の重鎮・稀音家義丸師に4年前（70歳代）入門の新人・幼少からの
　夢を実現した。
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